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は じ め に 

1980 年代後半に改革開放政策が導入されて以降、

中国の急速な市場経済化は人びとの生活環境に大き

な変化をもたらし、彼らの持続的な健康は脅かされて

いる。たとえば、食生活が欧米化し身体活動量が低下

することによる肥満・慢性疾患の増加や、社会格差の

拡大・人びとの関係性の希薄化がもたらす心理的健

康影響などが挙げられる 1)。 

しかしながら、その評価は都市部に偏り、農村部に

おける状況は明らかではない。そこで、福建省農村部

コミュニティにおいて長崎大学国際保健教室及び東

京大学大学院医学系研究科人類生態学教室と共同

で研究を開始した。当該研究チームは、海南省農村

部コミュニティにおいて、経済発展に伴う生活様式の

変化と疾病構造の変化（生活習慣病の増加や心理的

ストレスの増大）に関する調査・研究を行ってきた。 

 

調 査 方 法 

2015年 5月 2日より福建省 S県において予備調査

を行った。予備調査では現地の生活の様子に関する

聞き取りを行なったほか、健康調査を行うにあたって

必要となる設備や医療スタッフの準備・状況確認を実

施した。 

2015年 7月末からの本調査では、7つのコミュニティ

に暮らす 797 名を対象として生活環境や心理ストレス

に関する質問紙調査、採血、身体計測（身長・体重・

腹囲・臀囲）、血圧測定を実施した。質問紙調査には

家族構成、出稼ぎの経験、家族との離別の経験、ソー

シャルキャピタル、食生活、飲酒、喫煙、ストレス尺度

等に関する質問が含まれている 2)。 

 

結 果 

2015 年 8 月に、S 県の地方衛生局、郷衛生院など

の協力の下で本調査を実施した。調査参加者 790 名

のうち男性の割合は39.１％で、平均年齢は59.5歳（男

性が 61.9歳、女性が 58.0歳）であった。また 38.1％が

教育を受けておらず、39.4％が小学校卒業、22.5％が

中学校卒業以上の学歴であった。婚姻状況について

は 78.9％が婚姻状態にあった。 

過体重（BMI≧25）は男性で 23.0％、女性で 31.7％

であった。高血圧は 36.7％の男性、48.4％の女性で見

られた。福建省農村部でも肥満や高血圧をはじめとし

た慢性疾患が拡大していることが明らかになった。 

Table1. Convenience sampling in 7 communities in S county, 

Fujian province, China  

*These numbers were presented by each village doctors. 

 De jure: the number of population currently living in the community. 

 

Table 2. Socio-demographic aspects of the participants in S 

county of Fujian province, China (n=790) 

 

 

考 察 

本研究は中国農村部で肥満や高血圧をはじめと
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した慢性疾患が拡大していることが明らかになった上

に、こうした慢性疾患や精神ストレスを説明する要因を

探求する狙いである。具体的には、将来の慢性疾患

のリスクを示すバイオマーカーである C-reactive 

protein と、慢性的な心理ストレスのバイオマーカーで

ある Epstein-Barr virus 抗体価を測定し、対象者の社

会属性、生活環境、家族やコミュニティとの繋がり等の

ファクターとの関連を検証する。 

日本の農村部、特に交通の便がよくない離島や農

村部地域でも過疎化、高齢化の進行に伴う成人病・孤

独感の深刻化は大きな公衆衛生問題になりつつある。

今回の調査で得られた中国の農村部の現場検証、現

状解析や研究方法は、日本の農村部とともに離島を

抱える長崎県においても、これからの公衆衛生対策や

福祉保健対策を講じる手段として活用されることが期

待される。 
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